
 

 

 

 

 

 
 

八日市地域の集落営農法人を対象にタマネギ栽培研修会を開催 

 

東近江市八日市地域では令和７年度から約 650ha で国営ほ場整備事業が計画されており、

ほ場整備事業完了後には 200ha を超える高収益作物栽培に取り組む計画となっています。

高収益作物の一つの品目としてタマネギ栽培を計画しており、地域の主な担い手である６

つの集落営農法人では、ほ場整備後を想定したタマネギ栽培に取り組んでいます。そこで、

4月 16 日に栽培技術と収益力の向上に向けた研修会を開催しました。 

 

研修会では、各法人から取組状況について発表していただいた後、東近江市農林水産部

に所属する地域活性化企業人から現在の生育状況や課題等について、当課から今後の栽培

管理について、ＪＡグリーン近江から出荷時の注意点について説明しました。法人からは

関係機関への質問のほか、他法人の取組についても熱心に質問されていました。 

 

タマネギを栽培している集落営農法人のみを対象とした集合栽培研修は初めての試みで

す。栽培責任者が固定しない等個別農家にはない問題が集落営農法人にはありますが、今

後も現地実証や法人間の情報交換等を深めながら、儲かるタマネギ栽培の実現に向けて関

係機関が連携して支援していきます。 
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図 タマネギ栽培研修会の様子 


